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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を表示する表示面を備えた可搬型の装置本体を有する超音波診断装置において、
　前記装置本体の姿勢又は姿勢変化を表す検出信号を出力する検出器と、
　検査者用画像及び被検者用画像を生成する画像形成手段と、
　前記検出器から出力された検出信号に基づいて、前記表示面に表示される画像の内容を
変更する手段であって、前記検出信号に基づいて前記表示面に前記検査者用画像を表示す
る検査者用画像表示モード及び前記表示面に前記被検者用画像を表示する被検者用画像表
示モードの中から表示モードを選択する制御手段と、
　を含み、
　前記制御手段は、前記検出信号に基づいて前記装置本体の正立姿勢から倒立姿勢への被
検者向け姿勢変更を判定する判定手段を含み、
　前記制御手段は、前記被検者向け姿勢変更が判定された場合に前記被検者用画像表示モ
ードを選択する、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　請求項１記載の装置において、
　前記判定手段は、更に前記装置本体の倒立姿勢から正立姿勢への検査者向け姿勢変更を
判定し、
　前記制御手段は、前記検査者向け姿勢変更が判定された場合に前記検査者用画像表示モ
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ードを選択する、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項３】
　請求項１記載の装置において、
　前記検査者用画像は超音波画像及び検査者用情報を含む画像であり、
　前記被検者用画像は前記超音波画像を含むが前記検査者用情報を含まない画像である、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項４】
　請求項１記載の装置において、
　前記装置本体はタブレット形である、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項５】
　請求項１記載の装置において、
　前記被検者向け姿勢変更は前記装置本体の水平軸周りの一方側回転運動であり、
　前記検査者向け姿勢変更は前記装置本体の水平軸周りの他方側回転運動である、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項６】
　請求項１記載の装置において、
　前記制御手段は、
　前記検査者用画像表示モードから前記被検者用画像表示モードへの移行時に前記装置本
体に対して表示画像を上下に回転させて当該表示画像を倒立させ、
　前記被検者用画像表示モードから前記検査者用画像表示モードへの移行時に前記装置本
体に対して表示画像を上下に回転させて当該表示画像を正立させる、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は超音波診断装置に関し、特に、可搬型の装置本体を有する超音波診断装置に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　医療の分野において超音波診断装置が活用されている。超音波診断装置は、生体に対し
て超音波を送受波し、これにより得られる受信信号に基づいて超音波画像を形成する装置
である。近時、可搬型の超音波診断装置が実用化されている。かかる超音波診断装置は、
一般に、表示器及び入力器を備えバッテリを内蔵した装置本体と、装置本体に接続された
プローブと、によって構成される。タブレット型（スマートフォンのような形状を含む）
の装置本体も実用化されている。かかる平板型装置本体においては表示器と入力器とが一
体化されて表示入力パネルが構成されている。そのような装置本体においては、少数の物
理的なスイッチだけが設けられる。装置本体が薄いプレート状の形態をもっているので、
またその表面の実質的全部又は主要部が表示画面を構成しているので、表示画面を観察す
る者に対して装置本体を正対させることは容易である。そのような超音波診断装置を往診
医療、救急医療、病室診療等で利用することが期待されている。
【０００３】
　超音波診断装置には超音波画像上にコメントを記入する機能を備えており、検査者（検
査技師、医師）においてその機能を使って各種の情報が入力される。例えば、悪性腫瘍の
マーキングやその可能性を示す文字（未確定診断情報等）の記入が行われることもある。
そのような情報は被検者に対してその場で見せるべきでないものである。表示画面は通常
、検査者に対して向けられており、被検者からは死角になるかあるいは見難い状態にある
ので、被検者において記入情報が容易に知得されてしまうことはない。
【０００４】
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　一方、インフォームドコンセントの観点から被検者に対して診断画像を見せて説明する
行為が行われることも多い。上記のような被検者に見せたくない情報が超音波画像に含ま
れている場合には超音波画像を被検者に提供しながら説明することが困難となる。不用意
に表示画面を被検者に見せてしまうおそれ、被検者が覗き込んでしまうおそれもある。被
検者に画像を見せる際にコメント等を消去するならば再入力の手間が生じ、被検者に画像
を見せてからコメント等を記入するならば最適なタイミングで入力作業を行えない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－２０８３９号公報
【特許文献２】特開２００９－１０１０７３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１では、超音波診断装置において、表示器を支持するアーム機構に角度センサ
を設け、その出力に基づいて被検者に対して表示画面を向けたことを検知し、その検知に
より被検者に見せたくない情報を非表示とする技術が開示されている。しかし、アーム機
構を備えていないタブレット型超音波診断装置での表示管理については記載されていない
。特許文献２には、検査者用の表示器の他に被検者用の表示器を備える超音波診断装置が
開示されている。それぞれの表示内容を変えることにより被検者への必要以上の情報提供
が回避されている。
【０００７】
　本発明の目的は、姿勢変化の自由度が高い可搬型の装置本体を備えた超音波診断装置に
おいて、検査者及び被検者のそれぞれに対して適切な画像が提供されるようにすることに
ある。あるいは、本発明の目的は、被検者にとって不適切な情報がその被検者に対して不
用意に提供されないようにすることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、画像を表示する表示面を備えた可搬型の装置本体を有する超音波診断装置に
おいて、前記装置本体の姿勢又は姿勢変化を表す検出信号を出力する検出器と、前記検出
器から出力された検出信号に基づいて、前記表示面に表示される画像の内容を変更する制
御手段と、を含むことを特徴とする。
【０００９】
　上記構成によれば、装置本体に検出器が設けられ、その検出器により装置本体の姿勢又
は姿勢変化を表す情報（検出信号）を取得して、それに基づいて表示画像の内容を制御す
ることが可能である。例えば、装置本体の姿勢又は姿勢変化を特定することにより、表示
面が検査者に向けられている状態か被検者に向けられている状態かを判別することができ
る。つまり、表示面を観察している者を判別して表示画像の内容をその者に適合したもの
に変更することが可能となる。なお、検出信号は表示内容の制御以外の制御に利用するこ
ともでき、例えば、画像の上下反転制御、表示輝度の制御、画面内レイアウトの制御、等
に利用することができる。
【００１０】
　可搬型の装置本体は、タブレット形又は平板形に形成してもよく、そのような形態であ
れば装置本体の反転操作が容易である。装置本体と超音波送受波器（プローブユニット）
との間でワイヤレス伝送を行わせるようにするのが望ましく、その場合、装置本体の機動
性を高めることとができる。もっとも、装置本体に対してケーブルを介してプローブが接
続されてもよい。
【００１１】
　望ましくは、更に検査者用画像及び被検者用画像を生成する画像形成手段を含み、前記
制御手段は、前記検出信号に基づいて前記表示面に前記検査者用画像を表示する検査者用
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画像表示モード及び前記表示面に前記被検者用画像を表示する被検者用画像表示モードの
中から表示モードを選択する。望ましくは、前記検査者用画像は超音波画像及び検査者用
情報を含む画像であり、前記被検者用画像は前記超音波画像を含むが前記検査者用情報を
含まない画像である。
【００１２】
　上記構成によれば、表示面が被検者に向けられた場合に被検者用画像を表示でき、表示
面が検査者に向けられた場合に検査者画像を表示できる。後者の検査者画像は、超音波画
像の他、検査者において記入した画像診断結果を示す文章やコメント等を含むものであっ
てもよい。それには、通常、画像診断に必要な情報及び事後的に追加した情報が含まれる
。後者の被検者画像は、インフォームドコンセント等の局面において被検者に対して見せ
る画像であり、それは通常、超音波画像を含む。但し、被検者に見せたくない情報につい
てはその表示が制限される。被検者用画像に臓器名称、解剖図等の参照情報を含めるよう
にしてもよい。そのような構成によれば被検者の画像観察上の便宜を図ることができる。
【００１３】
　望ましくは、前記制御手段は、前記検出信号に基づいて前記装置本体の正立姿勢から倒
立姿勢への被検者向け姿勢変更及び前記装置本体の倒立姿勢から正立姿勢への検査者向け
姿勢変更を判定する判定手段を含み、前記表示制御手段は、前記被検者向け姿勢変更が判
定された場合に前記被検者用画像表示モードを選択し、前記検査者向け姿勢変更が判定さ
れた場合に前記検査者用画像表示モードを選択する。望ましくは、前記被検者向け姿勢変
更は前記装置本体の水平軸周りの一方側回転運動であり、前記検査者向け姿勢変更は前記
装置本体の水平軸周りの他方側回転運動である。
【００１４】
　通常、検査者は、横臥した被検者側を向いており（あるいは被検者に対して半身の姿勢
となっており）、そのような位置関係では通常、装置本体の表示面が検査者を向き、被検
者からは表示面とは反対側の背面が見える。被検者に対して表示面を見せたい場合、垂直
軸周りに装置本体を回転させる操作か、水平軸周りに装置本体を回転させる操作が行われ
る。上記構成によれば、後者の操作が行われた場合に自動的に表示モードを切り替えるこ
とが可能である。前者の操作が検知できる場合、それに基づいて自動的に表示モードを切
り替えるようにしてもよいが、一般的にそれを行うには複雑な仕組みが必要となるから、
後者の操作に表示モード切り替えを連動させるのが望ましい。
【００１５】
　望ましくは、前記制御手段は、前記検査者用画像表示モードから前記被検者用画像表示
モードへの移行時に前記装置本体に対して表示画像を上下に回転させて当該表示画像を倒
立させ、前記被検者用画像表示モードから前記検査者用画像表示モードへの移行時に前記
装置本体に対して表示画像を上下に回転させて当該表示画像を正立させる。この構成によ
れば、表示モードの切換時に、画像内容の変更と共に画像の上下回転を行わせることがで
きる。検査者用画像から被検者用画像への切り替えは装置本体の姿勢変更に伴って表示内
容が被検者から読めるようになる前に行われるのが望ましく、被検者用画像から検査者用
画像への切り替えは装置本体の姿勢変更に伴って表示内容が被検者から読めなくなった以
後に行われるのが望ましい。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、姿勢変化の自由度が高い可搬型の措置本体を備えた超音波診断装置に
おいて、検査者及び被検者のそれぞれに対して適切な画像を提供することができる。ある
いは、被検者にとって不適切な情報がその被検者に対して不用意に提供されないようにで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明に係る超音波診断装置の好適な実施形態を示すブロック図である。
【図２】図１に示した装置本体の斜視図である。
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【図３】表示画像を構成する複数のプレーンを示す図である。
【図４】絶対座標系と装置本体の座標系とを示す図である。
【図５】正立姿勢から倒立姿勢への姿勢変更を示す図である。
【図６】倒立姿勢から正立姿勢への姿勢変更を示す図である。
【図７】縦から横への姿勢変更を示す図である。
【図８】図１に示す超音波診断装置の動作例を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明の好適な実施形態を図面に基づいて説明する。
【００１９】
　図１には、本発明に係る超音波診断装置の好適な実施形態が示されており、図１はその
全体構成を示すブロック図である。この超音波診断装置は、医療の分野において用いられ
、生体に対する超音波の送受波により超音波画像を形成する装置である。
【００２０】
　図１において、超音波診断装置は、大別して、装置本体１０及びプローブユニット１２
により構成されている。装置本体１０は、後に図２を用いて説明するようにタブレット形
または平板形の形態を有しており、可搬型の装置が構成されている。プローブユニット１
２は送受波器として機能するものであり、本実施形態において、プローブユニット１２と
装置本体１０との間においてはワイヤレスにより信号が伝送されている。もちろんそれら
の間がケーブルにより接続されてもよい。
【００２１】
　プローブユニット１２について詳述する。プローブユニット１２は、図１に示す実施形
態において、アレイ振動子１４、送受信部２０及び通信部２２を備えている。更にバッテ
リ２４を内蔵している。それらの構成がプローブケース内に収容されてもよいが、プロー
ブヘッドとそれに接続された中継ボックスにより構成されてもよい。
【００２２】
　アレイ振動子１４は、複数の振動素子からなる１Ｄアレイ振動子である。アレイ振動子
１４によって超音波ビーム１６が形成され、それを電子的に走査することによりビーム走
査面１８が形成される。ビーム走査面１８は二次元データ取込領域である。電子走査方式
としては電子セクタ走査、電子リニア走査等が知られている。
【００２３】
　送受信部２０は、送信ビームフォーマ及び受信ビームフォーマである。送信時において
、送信部２０から複数の送信信号がアレイ振動子１４に供給され、これによって送信ビー
ムが形成される。受信時において生体内からの反射波がアレイ振動子１４にて受波され、
これによりアレイ振動子１４から複数の受信信号が並列的に送受信部２０へ出力される。
送受信部２０においては、複数の受信信号に対して整相加算処理を実行し、これにより整
相加算後の受信信号としてビームデータを出力する。
【００２４】
　通信部２２は装置本体１０側に設けられた通信部２８との間で通信を行うモジュールで
ある。本実施形態においてはワイヤレス伝送方式が採用されており、電波、赤外線等を用
いて信号が伝送されている。通信部２８から通信部２２に対して制御信号が送られており
、通信部２２から通信部２８に対して受信データがが送られている。もちろん他の必要な
信号も２つの通信部２２，２８間において伝送される。
【００２５】
　したがって、装置本体１０側から送られる制御信号が通信部２８、通信部２２を介して
送受信部２０へ送られ、送受信部２０はその制御信号に基づいて、送信信号の生成及び受
信信号の処理を実行する。受信ビームフォーマの一部の機能がプローブユニット１２に設
けられ、残りの機能が装置本体１０側に設けられてもよい。バッテリ２４はプローブユニ
ット１２内の各構成に対して電力を供給するものである。
【００２６】
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　次に、装置本体１０について詳述する。上述したように、通信部２８は通信部２２との
間でワイヤレス方式により信号の伝送を行うモジュールである。通信部２８から出力され
る各ビームデータが信号処理部３０に送られている。信号処理部３０はビームデータに対
して検波処理、対数圧縮処理等の各種の信号処理を適用するモジュールである。画像形成
部３２は、複数のビームデータすなわち受信フレームデータに基づいて表示フレームデー
タすなわちＢモード画像（二次元白黒断層画像）を形成するモジュールである。それによ
り生成された画像データは表示処理部３４を経由してタッチパネル４６のうちの表示器４
８へ出力されている。
【００２７】
　表示処理部３４は、表示画像を構成する機能を有し、具体的には、画像合成機能、カラ
ー演算機能等を備えている。上述したタッチパネル４６は、表示器４８及び入力器５０で
構成され、本実施形態においては表示器４８が液晶ディスプレイにより構成されており、
入力器５０はその液晶ディスプレイに重合されたタッチスクリーンにより構成されている
。入力器５０からの情報が主制御部３６へ送られている。
【００２８】
　主制御部３６は図１に示された各構成の動作制御を行うものである。主制御部３６の有
する機能のうちで、姿勢判定機能が姿勢判定部３８として表されており、表示制御機能が
表示制御部４０として表されている。主制御部３６に対しては姿勢センサ４２からの信号
が送られている。姿勢センサ４２は、後に説明するように、傾きセンサ、加速度センサ、
ジャイロ等からなり、装置本体１０の姿勢又は姿勢変化を検出するためのものである。本
実施形態においては、本体座標系におけるＸ軸、Ｙ軸及びＺ軸のそれぞれの軸まわりにお
ける回転角度が検出されている。
【００２９】
　姿勢判定部３８は、姿勢センサ４２からの出力信号に基づいて装置本体が現状どのよう
な姿勢にあるのかを判定する。特に、本実施形態においては、後に説明するように正立姿
勢から倒立姿勢への姿勢変更及び倒立姿勢から正立姿勢への姿勢変更が判定されている。
【００３０】
　表示制御部４０は姿勢判定部３８の判定結果に基づいて、表示内容を制御するモジュー
ルであり、正立姿勢から倒立姿勢への姿勢変更が判定された場合、被検者用画像が表示器
４８に表示されるようにする。すなわち被検者用画像表示モードを選択する。一方、姿勢
判定部３８によって、倒立姿勢から正立姿勢への姿勢変更が判定された場合、表示制御部
４０は表示器４８に検査者用画像が表示されるように制御を行っている。すなわちその場
合には、検査者用画像表示モードが選択される。
【００３１】
　検査者用画像は、後に説明するように、超音波画像、第１グラフィック画像及び第２グ
ラフィック画像からなるものであり、ここで、第１グラフィック画像は検査者の他、被検
者に対しても見せて構わない情報である。第２グラフィック画像は検査者に対してだけ見
せる画像すなわち被検者に対しては見せたくない情報である。それは、検査者により入力
されたコメントやアノテーションなどである。例えば、画像上において疾患部位を特定す
るマーキングが行われた場合や可能性がある疾患名が記入された場合、それらの情報は被
検者に対して見せたくないものであり、そのような場合にはその情報は第２グラフィック
画像として管理されることになる。検査者用画像は、超音波画像と第１グラフィック画像
とからなるものであり、それには第２グラフィック画像は含まれない。このように、超音
波画像以外の情報について属性を管理することにより、表示モードの切替によって画像内
容を切り替えることが可能となる。
【００３２】
　図１に示されるスイッチ４４は電源スイッチであり、そこからの信号が主制御部３６へ
与えられている。バッテリ５２は装置本体１０内の各構成に対して電力を供給するもので
ある。符号５３は本実施形態においてソフトウエアの機能として実現される部分を示して
いる。すなわち、通信部２８から出力される情報はソフトウエアによって処理されており
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、具体的には、符号５３はＣＰＵとそれにより実行されるプログラムに相当している。も
ちろん、一部の機能が専用のプロセッサによりソフトウエア処理されてもよい。主制御部
３６は、上述したように、通信部２８，２２を介してプローブユニット１２側に設けられ
た送受信部２０の動作制御も行っている。ただし、プローブがケーブルを介して装置本体
に接続される通常の構成を採用することもでき、その場合においては送受信部２０が装置
本体１０内に設けられる。ちなみに、姿勢変更の対象となる装置本体を実質的にタッチパ
ネル４６あるいは表示器４８だけから構成されるようにしてもよい。すなわち、少なくと
も表示器を含む部分の姿勢変更を判定して、表示器に表示される表示内容を切り替えるよ
うに構成するのが望ましい。
【００３３】
　なお、図１においては、ドプラ情報の処理部等が図示省略されている。一般的な超音波
診断装置に設けられている他の構成が装置本体１０に含まれてもよい。
【００３４】
　図２は図１に示した装置本体１０の斜視図が示されている。装置本体１０は本実施形態
において、タブレット形を有しておりそれは表示面を構成するタッチパネル４６を備えて
いる。タッチパネル４６には表示画面が表示されており、それは超音波画像４８を含むも
のである。更に表示画像は入力部５０を有しており、入力部５０上には例えば仮想的なキ
ーボード、手書き入力部５２が設けられる。仮想的な入力部は複数のキーアイコンにより
構成され、個々のアイコンへのタッチにより任意の文字を入力することが可能である。ま
た手書き入力部５２を利用して、タッチペンにより手書き入力を行うことが可能である。
そのような機能を利用して、超音波画像４８上にあるいはその近傍にコメントやアノテー
ションを付加することができ、そのような情報が符号５４で示されている。具体的には、
符号５４は診断情報を示している。診断情報５４は検査者において必要な情報であるが、
必ずしも被検者に対しては見せたくない情報である。したがって、本実施形態においては
、装置本体１０の姿勢を判定することにより、そのような診断情報５４の表示及び非表示
が選択的に切り替えられている。
【００３５】
　図３には、表示画像６２の構成が示されている。本実施形態においては、表示画像６２
は、第１プレーン５６、第２プレーン５８、及び第３プレーン６０を合成した画像として
構成されている。第１プレーン５６は超音波画像を含むプレーンであり、第２プレーン５
８は検査者及び被検者の双方に対して見せても構わない第１グラフィック画像を含むプレ
ーンであり、第３プレーン６０は、検査者に対してのみ表示する第２グラフィック画像を
含むプレーンである。
【００３６】
　したがって、検査者画像は、第１プレーン５６から第３プレーン６０までの３つの画像
を合成した画像として構成され、一方、被検者用画像は第１プレーン５６及び第２プレー
ン５８だけを合成した画像、すなわち第３プレーン６０を含まない画像として構成される
。
【００３７】
　図４には、絶対座標系と装置本体１０上において定義される座標系とが示されている。
絶対座標系は重力あるいは鉛直方向を基準として定められるものであり、それは直交する
Ｘ軸、Ｙ軸、Ｚ軸により構成されるものである。Ｚ軸は鉛直方向を向いている。Ｘ軸及び
Ｙ軸は水平軸である。これに対し、装置本体１０上における可動座標系としてｘ軸、ｙ軸
及びｚ軸が定義される。それらはセンサ４２の検出原点を通過しており、ここでｚ軸は装
置本体１０の長軸に相当し、ｘ軸は装置本体１０の短軸に相当し、それらは表示面の縦及
び横に相当している。ｙ軸は表示面の法線に相当し、すなわち表示面に対して直交してい
る軸である。
【００３８】
　本実施形態においては、センサ４２により、装置本体１０について、Ｘ軸まわりの回転
角度、Ｙ軸まわりの回転角度及びＺ軸まわりの回転角度が検出されている。ちなみに、表
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示面が縦の向きになった場合及び横の向きになった場合のいずれにおいても表示画像が正
立するように画像を９０度ローテーションさせる機能が搭載されている。そのほか、後に
説明するように正立姿勢から倒立姿勢への変更及び倒立姿勢から正立姿勢への変更を判定
する機能が搭載されている。
【００３９】
　図５には、正立姿勢から倒立姿勢への姿勢変更が概念的に示されている。図５において
、Ｓ１は正立姿勢を示している。正立姿勢と言っても、ここでは、表示面６４Ａを斜め上
方に向けた傾斜した姿勢である。これを正立姿勢と定義している。符号１００で示すよう
に、検査者において斜め下方の視線をもって表示面６４Ａが観察されることになる。また
符号１０２で示すように、そのような正立姿勢において検査者の指やタッチペンにより入
力が行われることになる。もちろん正立姿勢が完全に垂直になった姿勢であってもよいし
、表示面６４Ａがより上向きになる姿勢であってもよい。
【００４０】
　そのような正立姿勢からＳ２で示されるように姿勢変更が開始される。具体的には、装
置本体１０Ａの背面を下向きにしつつ、水平軸まわりにおいて装置本体１０Ａが回転する
ように姿勢が変更される。図５においては、垂直軸であるＺ軸に対するｚ軸の回転角度が
示されている。
【００４１】
　そのような姿勢変更の途中において、Ｓ６で示されるように、画像の回転及び表示モー
ドの変更が実行される。画像の回転は表示されている画像を上下に反転させるものであり
、すなわち１８０度回転させるものである。表示モード変更は検査者用画像表示モードか
ら被検者用画像表示モードへの変更を意味している。Ｓ４は倒立姿勢を示している。その
倒立姿勢は、表示面６４Ｂを斜め上方へ向けつつ、装置本体１０Ｂが傾斜した状態である
。もちろん表示面６４Ｂがより上向きとなってもよいし、あるいは装置本体１０Ｂが完全
に垂直状態になってもよい。正立姿勢においてセンサ４２Ａは装置本体１０Ａから見て上
部に位置していたが、倒立姿勢においては、装置本体１０Ｂから見てセンサ４２Ｂは下部
に位置している。符号１０４は倒立姿勢にある装置本体１０Ｂにおける表示面６４Ｂの観
察方向を示している。すなわち被検者において斜め上方から観察が行われることになる。
【００４２】
　以上のように、正立姿勢から倒立姿勢への姿勢変更があると、その途中において姿勢変
更が判定され、その判定に基づいて表示モードの変更が実行される。それと共に画像の回
転が実行される。正立姿勢においては検査者用画像が表示されていたが、上記の表示モー
ド変更により、倒立姿勢においては被検者用画像を表示させることができる。すなわち被
検者に対して見せたくない情報を隠すことが可能となる。
【００４３】
　ちなみに、正立姿勢から倒立姿勢への姿勢変更の判定は、例えばＺ軸に対するｚ軸の回
転角度が一定角度になった時点で判定するようにしてもよい。ちなみに、正立姿勢におい
て装置本体１０Ａが横倒しの状態となっている場合、そこから姿勢変更を判定する際には
、Ｚ軸に対するｘ軸の回転角度を判断基準にすればよい。
【００４４】
　図６には、倒立姿勢から正立姿勢への姿勢変更が概念的に示されている。Ｓ４で示す倒
立姿勢において装置本体１０Ｂはその表示面６４Ｂを被検者の方向に向けており、すなわ
ち斜めの姿勢となっている。そこから装置本体１０Ｂの背面を下方に向けつつ、水平軸ま
わりにおいて装置本体１０Ｂが他方方向に回転運動すると、Ｓ７で示す正立姿勢となる。
Ｓ５は姿勢変更の開始を表しており、そこから姿勢変更の途中で、Ｓ６で示すように、画
像回転と表示モード変更が実行される。すなわち倒立姿勢から正立姿勢への姿勢変更が判
定された時点において、表示されている画像が上下に反転され、それとともに、被検者用
画像表示モードから検査者用画像表示モードへの変更が実行される。これにより表示内容
が通常の内容に戻されることになる。符号１０Ｃは正立姿勢にある装置本体を示しており
、符号６４Ｃは正立姿勢での表示面を示している。センサ４２Ｃは再び装置本体１０Ｃに
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対して上部に位置している。
【００４５】
　図７には、縦から横への姿勢変更が示されている。符号１０Ｄは倒立状態にある装置本
体を示しており、ここにおいてセンサ４２Ｄは装置本体１０Ｄから見て下部に位置してい
る。表示面６４Ｄは斜め上方を向いている。表示面６４Ｄの法線がｙ軸である。このよう
に、装置本体１０Ｄの長軸であるｚ軸が斜め下方を向いており、すなわち装置本体１０Ｄ
は縦の姿勢を有している。
【００４６】
　その状態から、ｙ軸まわりに装置本体１０Ｄを回転させると、すなわちＳ８に示すよう
に、縦から横への姿勢変更を行うと、符号１０Ｅで示すように装置本体１０が横向きの姿
勢となる。この場合においてｘ軸すなわち短軸が斜め方向となっており、長軸は水平軸に
一致している。表示面６４Ｅは姿勢変更前と同様に斜め上方を向いている。
【００４７】
　本実施形態においては、このような縦から横あるいは横から縦への姿勢変更があっても
、表示モードは維持されている。すなわち被検者用画像が表示されている状態において、
ｙ軸まわりの回転運動が生じてもその画像内容それ自体は変更されない。ただし、姿勢変
更に伴って画像を９０度ローテーションさせる処理が実行されている。縦と横との間にお
いて姿勢変更があった場合、Ｓ９に示すように、正立姿勢と倒立姿勢との間での姿勢変更
を判定するための基準姿勢が更新される。図示の例では横向きの姿勢が基準姿勢とされて
おり、すなわちｘ軸が判定用の基準軸として認識され、そのｘ軸とＺ軸との間の角度に基
づいて表示モードの切替が実行される。
【００４８】
　図８には、図１に示した装置の動作がフローチャートとして示されている。図８には特
に姿勢変更に伴う表示制御の内容が示されている。
【００４９】
　Ｓ１０においては、基準姿勢の初期登録が行われる。すなわち、装置本体が縦の姿勢に
あるか横の姿勢にあるかの区別が行われる。縦の姿勢にある場合、判定用の基準軸として
ｚ軸が選択され、横の姿勢にある場合には判定用の基準軸としてｘ軸が選択される。
【００５０】
　Ｓ１２においては、表示制御を行う必要のある装置本体の回転すなわち姿勢変更があっ
たか否かが判断されている。ここでは水平軸まわりの回転あるいは表示面の法線軸まわり
の回転の何れかが発生したか否かが判断されている。図５及び図６に示したように、装置
本体の背面を下向きにしながらの水平軸まわりの回転運動が発生した場合、Ｓ１４におい
ては表示モードが変更される。すなわち、検査者用画像表示モードから被検者用画像表示
モードへの変更又は被検者用画像表示モード検査者用画像表示モードへの変更の何れかが
実行される。それと共に、Ｓ１６において、画像を上下に反転させる処理が実行される。
Ｓ１８においては基準姿勢が更新される。例えば正立姿勢から倒立姿勢への変更後に表示
面の法線まわりにおいて装置本体が回転されたような場合Ｓ１８において基準姿勢の更新
が実行される。Ｓ２４において終了が判断されるまで、Ｓ１２以降の各構成が繰り返し実
行される。
【００５１】
　Ｓ１２において、表示面の法線まわりの回転運動が行われたと判断された場合、すなわ
ち４５度以上の回転が行われた場合、Ｓ２０において画像を９０度回転させる処理が実行
される。すなわち表示面の回転に伴い画像がユーザから見て見やすいように画像回転を行
わせるものである。Ｓ２２においては基準姿勢が更新されることになる。以上のように法
線軸まわりの回転運動が行われても、表示モードの変更は実行されておらず、そのような
変更は水平軸まわりの回転運動が生じた場合にだけ行われている。
【００５２】
　上記の動作例においては、基準姿勢が更新されているため、すなわち装置本体が横向き
にあってもあるいは縦向きにあってもそこからの姿勢変更を的確に判断することが可能で
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ある。ちなみに、表示面が完全に上方を向くような場合あるいはそれに近い状態となった
場合には、正立姿勢及び倒立姿勢の何れの姿勢とも判断困難であるため、その場合におい
ては被検者用画像の表示を優先させるようにしてもよい。あるいはそのような特別な状態
における表示動作の内容をユーザにおいてプリセットできるように構成してもよい。
【００５３】
　以上の実施形態においては、装置本体の姿勢に基づいて表示画像の内容の切替が行われ
ていたが、装置本体の姿勢に基づいて軌道調整等の他の制御が行われるようにしてもよい
。何れにしても、軌道性あるタブレット形の装置本体１０についてはその表示面の向きを
容易に変更可能でありそのような場合に上記の構成を適用するのが特に望ましい。
【符号の説明】
【００５４】
　１０　装置本体、１２　プローブユニット、１４　アレイ振動子、３６　主制御部、３
８　姿勢判定部、４０　表示制御部、４２　姿勢センサ、４６　タッチパネル。

【図１】 【図２】
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摘要(译)

摘要：要解决的问题：在包括平板型设备主体的超声诊断设备中，允许
根据显示面的方向改变显示内容。解决方案：在其处理中由传感器检测
从直立姿态到倒立姿势的姿态变化，并且基于该检测执行上下旋转图像
的处理和改变显示模式的处理。以直立姿势显示检查者的图像，并且以
倒置姿势显示对象的图像。诸如评论或注释的医学治疗信息包括在对象
的图像中，并且诸如此类的信息不包括在用于检查者的图像中。
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